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本書は一般の方々の便宜のた
め有志により作成されたもので、
Atmel社とは無関係であることを
御承知ください。しおりのはじめ
にでの内容にご注意ください。

AVR602 : ATtinyX3U上乗せ部の使い方

1. ATSTK600-TinyX3Uに何が含まれるか?
以下のものが一式に含まれます。

・ SOICまたはMLFのATtiny43Uﾃﾞﾊﾞｲｽが装着されたATtinyX3Uｶｰﾄﾞ

要点
■ ATtiny43U用の完全な開始ｷｯﾄ
 ・ STK®600へ容易な接続の上乗せ部
■ 完全な昇圧回路構成 - 追加部品の必要なし
 ・ 仮想電池として実行するSTK600の可変電圧源
■ SOICとMLFの両外囲器を支援
■ 直列と並列のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを支援
■ 個別SOICﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用0挿入力ｿｹｯﾄ

図1-1. STK600用ATtinyX3U上乗せ部(改訂C)
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2. 装置の準備
参照として下図を用いて2.1.と2.2.項の指示に従ってください。

図2-1. 組上げられたATtinyX3UとのSTK600
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図2-2. ATtinyX3U上乗せ部
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2.1. ﾊｰﾄﾞｳｪｱ

手引きについては図2-1.と図2-2.をご覧ください。進める前に以下を準備してください。

・ STK600のﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ ﾈｼﾞを開放してATtinyX3U上乗せ部を配置してください。ﾌﾟﾗｽﾃｨｯｸ ﾈｼﾞを使って基板に上乗せ部をしっかりと
締め付けてください。

・ ATtinyX3UでJ3ｼﾞｬﾝﾊﾟを装着してください。これはﾃﾞﾊﾞｲｽを統合された昇圧調整器なしでの動作に構成設定します。

・ STK600でｸﾛｯｸ ｽｨｯﾁを'INT'位置に設定してください。そしてRESET、AREF0、AREF1のｼﾞｬﾝﾊﾟを短絡してください。

2.2. ﾌｧｰﾑｳｪｱ

進める前に以下を準備してください。

・ 必要とするAVR Studioの版がｺﾝﾋﾟｭｰﾀにｲﾝｽﾄｰﾙされているのを確かめてください。

・ Windows®のｽﾀｰﾄ ﾒﾆｭｰからAVR Studioを開いてください。ようこそｳｨﾝﾄﾞｳを飛ばすために'ｷｬﾝｾﾙ(Cancel)'をｸﾘｯｸしてください。ｵ
ﾝﾗｲﾝ ﾍﾙﾌﾟ ﾌｧｲﾙを開くために、Help(ﾍﾙﾌﾟ)ﾒﾆｭｰで'AVR Tools User Guide(AVR道具使用者の手引き)'をｸﾘｯｸしてください。ﾊｰﾄﾞ
ｳｪｱの詳細な指示のために'STK600'項を閲覧してください。

3. 電源構成
ATtiny43UはSTK600の電圧源または内蔵昇圧調整器のどちらからか給電することができます。

3.1. STK600の電圧源からのﾃﾞﾊﾞｲｽ直接給電

電圧供給元としてSTK600とで使う構成にする方法は次のとおりです。

・ STK600の電源ｽｨｯﾁが'OFF'位置であることを確認してください。

・ STK600でVTARGETｼﾞｬﾝﾊﾟを短絡してください。

・ ATtinyX3UでJ8ｼﾞｬﾝﾊﾟを開放にし、J3ｼﾞｬﾝﾊﾟを短絡してください。

・ USBｹｰﾌﾞﾙを使ってSTK600をｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続し、そしてSTK600の電
源ｽｨｯﾁを'ON'位置にしてください。問い合わせがあったなら、ｺﾝﾋﾟｭｰ
ﾀでUSBﾄﾞﾗｲﾊﾞのｲﾝｽﾄｰﾙを続行してください。推奨任意選択を選んで
Windowsにﾄﾞﾗｲﾊﾞを自動的に探させてください。

・ AVR Studioで'Tools(ﾂｰﾙ)'ﾒﾆｭｰを開いて'Program AVR(AVR書き込
み)'を選び、そして'Connect(接続)'をｸﾘｯｸしてください。'Platform(基
盤)'としてSTK600、'Port(ﾎﾟｰﾄ)'としてUSBを選んでください。そして
'Connect'をｸﾘｯｸしてください。

・ 接続されたなら、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳ内の'HW Settings(ﾊｰﾄﾞｳｪｱ設定)'
ﾀﾌﾞへ行ってください。'Voltages(電圧)'領域で、'VTarget'を1.8～5.5V
の値に設定するのにｽｸﾛｰﾙ ﾊﾞｰを用い、そして'Write(書き込み)'釦を
ｸﾘｯｸしてください。図2-3.をご覧ください。

ATtinyX3U上乗せ部のATtiny43Uﾁｯﾌﾟは今や給電されて走行を開始し
ます。

図2-3. AVR StudioでのVTarget設定
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3.2. 内蔵昇圧調整器用供給電圧としてのSTK600使用

電圧源としてのSTK600とで内蔵昇圧調整器の使用に構成する方法は次のとおりです。

・ 3.1.項で概説された手順を用いてVTargetを0Vに変更してください。

・ STK600をOFFにしてVTARGETｼﾞｬﾝﾊﾟを開放してください。

・ ATtinyX3Uに於いて、J3ｼﾞｬﾝﾊﾟを開放にし、J8ｼﾞｬﾝﾊﾟを閉じてください。そしてJ3ｼﾞｬﾝﾊﾟの1番ﾋﾟﾝとVTARGETの1番ﾋﾟﾝを接続する
ために線を使ってください。極性に注意してください!。手引きについては図2-2.と図2-4.をご覧ください。

図2-4. J3の1番ﾋﾟﾝ(左側)のVTARGETの1番ﾋﾟﾝ(右側)への接続

・ STK600をONにしてください。

・ AVR Studioで'Tools(ﾂｰﾙ)'ﾒﾆｭｰを開いて'Program AVR(AVR書き込み)'を選択し、そして'Connect(接続)'をｸﾘｯｸしてください。'Pl 
atform(基盤)'としてSTK600、'Port(ﾎﾟｰﾄ)'としてUSBを選択してください。'Connect'をｸﾘｯｸしてください。そして'HW Settings(ﾊｰﾄﾞ
ｳｪｱ設定)'を閲覧し、VTargetを1.5Vに設定して'Write(書き込み)'釦をｸﾘｯｸしてください。

重要注意: J3とVTARGET間が正しく接続されていることを確認してください。不正な極性は恒久的な損傷を引き起こすかもしれませ
ん!。手引きについては図2-4.をご覧ください。

ATtiny43Uの応用ｿﾌﾄｳｪｱは今やﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑされたｺｰﾄﾞの走行を始めるでしょう。AVR Studioの'HW Settings'ﾀﾌﾞに於いて0.9～1.8Vの
VTarget値で実験してみてください。STK600は0.9Vとそれ以上のVTarget電圧を供給することができます。

注意

・ J3ｼﾞｬﾝﾊﾟの1番ﾋﾟﾝが正端子で2番ﾋﾟﾝが負端子です。

・ ﾃﾞﾊﾞｲｽが始動及び停止する電圧についてはATtiny43Uのﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。

・ この構成設定に於いて'HW Settings'ﾀﾌﾞの'Voltages(電圧)'領域の'Read(読み込み)'釦押下は'VTarget'領域でVTARGETの2番ﾋﾟ
ﾝの電圧を返します。この場合、ATtiny43UのVCCﾋﾟﾝでの昇圧調整された電圧に対応する読み込みは昇圧調整器への入力電圧
ではありません。

3.3. 内蔵昇圧調整器からのﾁｯﾌﾟ電力のための外部供給元の使用

ﾊｰﾄﾞｳｪｱは単ｾﾙ電池のような外部供給元から提供される、ATtiny43U昇圧調整器供給電圧用に構成設定することができます。その
ようにするには、以下のような調節をしてください。

・ STK600でVTARGETｼﾞｬﾝﾊﾟを開放にするか、または存在するならば(VTARGETからの)配線を取り去ってください。

・ ATtinyX3UでJ3ｼﾞｬﾝﾊﾟを開放にし、J8ｼﾞｬﾝﾊﾟを閉じてください。

・ STK600を電源ONにしてください。

・ J3ｼﾞｬﾝﾊﾟに外部電圧供給元を接続してください。極性に注意してください!。1番ﾋﾟﾝがBATSで、2番ﾋﾟﾝがGNDです。

注: 外部電圧供給元使用時、STK600は常に給電されなければなりません。
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4. ATtiny43Uのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ任意選択の情報についてはﾃﾞﾊﾞｲｽのﾃﾞｰﾀｼｰﾄをご覧ください。

4.1. 半田付けﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

半田付けされたﾃﾞﾊﾞｲｽは以降の項で記述されるように直列と並列の両動作でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。

4.1.1. 直列動作

半田付けされたﾃﾞﾊﾞｲｽの直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ構成法は次のとおりです。

・ ATtiny43U用の電力供給任意選択を選び、3頁
の「電源構成」で記述される仕組みの1つに従っ
てそれを構成設定してください。

・ STK600でISP/PDIと記されたｺﾈｸﾀを傍の6ﾋﾟﾝｺﾈ
ｸﾀへ配線するのに6芯ﾘﾎﾞﾝ ｹｰﾌﾞﾙを使ってくださ
い。手引きについては図4-1.をご覧ください。極
性に注意してください。

・ AVR Studioでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳを開いてくださ
い(Tools(ﾂｰﾙ)⇒Program AVR(AVR書き込み)⇒
Connect(接続))。'Main'ﾀﾌﾞで'Programming Mode 
and Target Settings(書き込み動作と目的対象設
定)'を'ISP mode(ISP動作)'に設定してください。そ
して'Programming Mode and Target Settings'で
'Settings(設定)'をｸﾘｯｸし、'ISP Clock(ISPｸﾛｯｸ)'
がﾃﾞﾊﾞｲｽのｸﾛｯｸ周波数の1/4以下であることを確
認してください。

図4-1. 半田付けされたﾃﾞﾊﾞｲｽの直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作

'Device and Signature Bytes(ﾃﾞﾊﾞｲｽと識票のﾊﾞｲﾄ)'領域で'Read Signature(識票読み込み)'をｸﾘｯｸすることによって接続を調べてく
ださい。ATtiny43Uに対する正しい識票は$1E,$92,$0Cです。

4.1.2. 並列動作

半田付けされたﾃﾞﾊﾞｲｽの並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ構成法は次のとおりです。

・ ATtiny43U用の電力供給任意選択を選び、3頁
の「電源構成」で記述される仕組みの1つに従っ
てそれを構成設定してください。

・ STK600でPROGDATAと記されたｺﾈｸﾀをその傍
のﾍｯﾀﾞへ配線するのに1つの10芯ﾘﾎﾞﾝ ｹｰﾌﾞﾙを
用いてください。そしてPROGCTRLと記されたｺﾈ
ｸﾀをその傍のﾍｯﾀﾞへ配線するのに別の10芯ﾘﾎﾞﾝ 
ｹｰﾌﾞﾙを使ってください。手引きについては図4- 
2.をご覧ください。極性に注意してください。

・ AVR Studioでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳを開いてくださ
い(Tools(ﾂｰﾙ)⇒Program AVR(AVR書き込み)⇒
Connect(接続))。'Main'ﾀﾌﾞで'Programming Mode 
and Target Settings(書き込み動作と目的対象設
定)'を'PP/HVSP mode(PP/HVSP動作)'に設定し
てください。

図4-2. 半田付けされたﾃﾞﾊﾞｲｽの並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作
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4.2. ZIPｿｹｯﾄ内ﾃﾞﾊﾞｲｽのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

ATtinyX3U上乗せ部はﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ目的用の0挿入力(ZIF)ｿｹｯﾄを含みます。このｿｹｯﾄはJ9(PROG DATA)、J10(PROG CTRL)、J11 
(ISP)、J12(AUX)の4つのｺﾈｸﾀに配線されています。

ｿｹｯﾄ内のﾃﾞﾊﾞｲｽは以降の項で記述されるように直列と並列の両動作でﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができます。

4.2.1. 直列動作

ｿｹｯﾄ装着されたﾃﾞﾊﾞｲｽの直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ構成法は次のとおりです。

・ ATtiny43U用の電力供給任意選択を選び、3頁
の「電源構成」で記述される仕組みの1つに従っ
てそれを構成設定してください。

・ STK600でISP/PDIと記されたｺﾈｸﾀをATtinyX3U
上乗せ部の6ﾋﾟﾝISPｺﾈｸﾀへ配線するのに6芯ﾘﾎﾞ
ﾝ ｹｰﾌﾞﾙを使ってください。手引きについては図
4-3.をご覧ください。極性に注意してください。

・ AVR Studioでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳを開いてくださ
い(Tools(ﾂｰﾙ)⇒Program AVR(AVR書き込み)⇒
Connect(接続))。'Main'ﾀﾌﾞで'Programming Mode 
and Target Settings(書き込み動作と目的対象設
定)'を'ISP mode(ISP動作)'に設定してください。そ
して'Programming Mode and Target Settings'で
'Settings(設定)'をｸﾘｯｸし、'ISP Clock(ISPｸﾛｯｸ)'
がﾃﾞﾊﾞｲｽのｸﾛｯｸ周波数の1/4以下であることを確
認してください。

図4-3. ｿｹｯﾄ装着されたﾃﾞﾊﾞｲｽの直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作

'Device and Signature Bytes(ﾃﾞﾊﾞｲｽと識票のﾊﾞｲﾄ)'領域で'Read Signature(識票読み込み)'をｸﾘｯｸすることによって接続を調べてく
ださい。ATtiny43Uに対する正しい識票は$1E,$92,$0Cです。

4.2.2. 並列動作

ｿｹｯﾄ装着されたﾃﾞﾊﾞｲｽの並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ構成法は次のとおりです。

・ ATtiny43U用の電力供給任意選択を選び、3頁
の「電源構成」で記述される仕組みの1つに従っ
てそれを構成設定してください。

・ STK600でPROGCTRLと記されたｺﾈｸﾀをATtinyX 
3U上乗せ部のPROGCTR Lと記されたｺﾈｸﾀへ配
線するのに10芯ﾘﾎﾞﾝ ｹｰﾌﾞﾙの1つを使ってくださ
い。STK600のPROGDATAと記されたｺﾈｸﾀをATt 
inyX3U上乗せ部のPROG DATAと記されたｺﾈｸﾀ
へ接続するのに別の10芯ﾘﾎﾞﾝ ｹｰﾌﾞﾙを使ってく
ださい。手引きについては図4-4.をご覧ください。
極性に注意してください。

・ AVR Studioでﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｳｨﾝﾄﾞｳを開いてくださ
い(Tools(ﾂｰﾙ)⇒Program AVR(AVR書き込み)⇒
Connect(接続))。'Main'ﾀﾌﾞで'Programming Mode 
and Target Settings(書き込み動作と目的対象設
定)'を'PP/HVSP mode(PP/HVSP動作)'に設定し
てください。

図4-4. ｿｹｯﾄ装着されたﾃﾞﾊﾞｲｽの並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作

'Device and Signature Bytes(ﾃﾞﾊﾞｲｽと識票のﾊﾞｲﾄ)'領域で'Read Signature(識票読み込み)'をｸﾘｯｸすることによって接続を調べてく
ださい。ATtiny43Uに対する正しい識票は$1E,$92,$0Cです。
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5. 既知の問題
これは既知の問題の一覧です。いくつかまたは全ての問題がﾊｰﾄﾞｳｪｱまたはｿﾌﾄｳｪｱの将来の改訂で修正されるかもしれません。こ
こで一覧にされていない問題を申し出るにはavr@atmel.comで技術支援にお問い合わせください。

現在、既知の問題はありません。

6. 回路図
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